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信用貨幣と統制 巾谷 質(1)

19t世紀以前の英閥海上保険 谷山新良 (19)

後入先出法の展開と原理論よりの手間在 日 11 貞 雄一 (10)

英闘に1;ぞける石炭業凶有化政策に

闘す海r考察 中 村忠一 (57)

〔昭和二十九年五月〕

京都大手経済苧曾
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は
、
ア
メ
リ
カ
に
わ

い
て
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
激
し
く
な
っ
た
一
九
三
八
年
に
、
歳
入
法
に
お
い
て
制
限
的
適
用
が
認
め

b
れ
、
つ
い
て
一
九
三
九
年
民
、

内
閣
歳
入
法
典
に
お
い
て
、
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は
、
例
え
ば
最
後
に
燈
へ
投
入
さ
れ
た
鏡
石
か
ら
取
出
さ
れ
る
と
見
倣
す
仮
定
的
「
物
財
の
流
れ
」
を
棋
擦
と
し
て
、
代
替
性
を
持
つ

彫
の
維
持
、
即
ち
牢
往
年
枠
に
よ
り
、
孤
島
章
叶
あ
お
忠
一
審
ピ
損
益
計
算
よ
り
排
除
す
る
棚
雲
著
書
訟
で
あ

っ
た
』
モ
し
て
、
後
入
先
出
法
は
使
用
債
値

ω維
持
を
も
っ
て
、
費
本
領
値
の
維
持
と
す
る
曾
計
思
考
、
部
ち
寅
糧
費
本
維
持
訟
に
立

脚
し
た
一
づ
の
合
計
方
法
で
あ
っ
た
。
一
九
四
一
年
、
太
平
洋
戦
争
開
始
と
共
に
、
棚
卸
資
産
舎
計
方
法
た
る
後
入
先
出
訟
も
、
車
な

る
イ
ン
フ
レ
曾
計
て
は
な
く
職
時
イ
ン
フ
レ
合
計
へ
と
騨
佑
す
る
必
要
に
止
ま
ら
れ
、
叉
、
朝
鮮
動
飢
後
の
過
剰
生
産
恐
慌
の
出
現
と

一
般
的
遺
用
が
税
務
曾
計
上
認
め
ら
れ
た
。

共
に
デ
フ
レ
曾
計
へ
と
再
特
化
へ
せ
ざ
る
を
待
た
か
っ
た

M

こ
こ
に
お
い
て
、
後
入
先
出
法
は
新
し
い
再
生
産
構
造
に
遁
属
す
る
脅
計
+
刀

法
に
特
化
す
る
潟
、
原
理
論
が
持
づ
て
い
た
前
提
士
破
壊
し
な
が
ら
叉
原
理
論
よ
り
D
軍
隊
を
結
果
し
た
が
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を
止
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が
如
何
な
る
再
生
産
構
法
白
下
て
、
如
何
に
原
理
論
を
破
壊
し
、
資
本
白
要
求
に
上
り
如

仰
に
展
開
し
て
吉
た
か
の
現
質
的
過
程
を
、
課
税
所
得
決
定
問
題
を
中
心
と
し
て
論
ず
る
事
と
す
る
。
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入
先
出
法
の
展
度
〔
太
平
洋
戦
争
期
以

後
入
先
同
法
を
根
接
づ
け
る
恨
史
的
「
物
財
の
流
れ
」
理
論
は
、
排
出
債
格
の
計
算
に
お
い
て
、
最
後
に
飽
へ
投
下
さ
れ
た
鎖
右
は
、

最
初
陀
取
出
さ
れ
る
事
を
前
提
と
し
て
お
り
、
後
入
先
防
法
通
用
の
最
初
心
数
年
間
は
原
材
料
供
給
不
足
の
結
果
、
企
業
町
耽
叫
供
和

ル
テ
ジ
グ

長
が
減
少
し
、
投
入
鉱
石
白
減
少
に
よ
り
、
燈
中
の
鰯
石
が
煉
底
に
建
し
、
最
一
初
に
投
入
さ
れ
た
鍍
右
謄
迄
取
出
さ
れ
る
と
い
ろ
事
も

在
〈
、
そ
り
意
義
を
も
っ

τ
い
た

u

モ
し
て
、
己
の
前
提
に
立
脚
し
て
、
代
替
世
主
持
づ
物
財
白
維
持
も
可
前
て
あ
回
、
架
空
利
袋
排

除
の
目
的
も
は
た
さ
れ
て
い
た
炉
、

一
九
四

O
年
太
平
洋
戦
開
始
後
、
7
メ
日
カ
職
時
経
済
下
に
お
い
て
は
、
原
料
材
の
供
給
不
足
と
、

完
成
品
の
全
速
な
質
規

1
戦
時
調
達
の
結
果
企
業
の
棚
卸
保
有
長
は
減
少
し
、
燈
底
心
比
較
的
安
い
原
慎
唐
迄
、
排
出
さ
れ
る
事
態
が

起
り
、
「
物
財
の
流
れ
」
理
論
と
使
用
慣
値
の
維
持
と
が
矛
盾
す
る
と
い
う
問
題
が
提
出
さ
れ
た
D

E

こ
に

τむ
い
問
題
解
決
策
と
し

て
、
企
業
は
ど
ん
な
手
を
う
ち
、
税
務
営
周
は
ど
う
割
腹
し
て
行
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
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後
入
先
出
法
の
展
開
と
原
理
論
上
り
の
話
離
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一
九
四
-
一
年
、
即
ち
、
太
平
洋
戦
議
開
始
の
翌
年
、
多
数
の
後
入
先
出
遁
用
企
業
は
戦
争
経
済
に
不
可
避
で
あ
る
商
品
不
足
に
よ
る

り
タ
イ
一
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シ
ヨ
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棚
卸
保
有
量
の
減
少
印
ち
、
改
期
し
た
か
っ
た
棚
卸
資
産
の
喰
込
の
問
題
に
直
面
し
た
。
戦
時
経
済
下
の
物
債
騰
貴
は
問
題
を
さ
ら
に

困
難
に
し
た

u

後
入
先
出
法
適
用
の
棚
卸
資
産
の
喰
込
は
、
一
九
四
二
年
の
牧
盆
に
射
し
て
、
古
い
原
債
暦
主
り
の
低
い
梯
出
債
値
を

も
含
め
た
庶
便
を
封
聴
さ
在
る
結
果
と
な
り
、
再
取
得
債
格
ハ
時
慣
J

〉
以
下
て
抑
出
さ
れ
た
原
債
と
賓
債
と
の
差
額
が
課
税
所
得
計
算
に

も
ち
こ
ま
れ
、
再
取
得
債
格
ハ
時
使
リ
と
後
入
先
出
法
原
促
ハ
古
い
尿
償
問
団
白
低
い
原
信
U

と
の
差
額
だ
け
企
業
所
得
が
増
大
し
た
。
さ
ら

に
戦
争
経
済
に
よ
る
所
得
税
率
の
引
上
げ
、
政
時
超
過
利
得
税
の
設
置
は
後
入
先
出
法
適
用
企
業
の
重
大
問
題
と
な
っ

b
o
少
数
の
脅

紅
は
低
原
慎
棚
卸
資
産
問
題
の
愛
生
を
同
m
逼
し
て
後
入
先
開
法
選
揮
を
し
な
か
っ
た
品
、
多
数
の
企
業
は
か
か
る
致
期
せ
ざ
る
木
可
避

心
事
態
に
謝
す
る
救
済
を
財
務
省
及
び
議
曾
比
要
望
し
た
。

「
納
税
義
務
者
が
統
制
し
得
ぬ
担
刀
友
戦
時
候
件
の
直
接
的
結
呆
と
し
て
多
く
の
去
準
棚
卸
資
産
は
現
在
減
少
し
つ
つ
あ
る
ー
一
、
棚
卸

資
産
の
喰
込
よ
り
生
ず
る
増
額
表
一
目
さ
れ
た
利
盆
に
割
し
職
時
税
誇
に
よ
っ
て
課
税
さ
れ
る
た
ら
ば
、
敬
一
争
終
了
後
に
、
棚
卸
資
産
を

補
充
し
、
し
か
も
、
平
時
生
産
主
再
開
す
る
に
必
要
た
資
金
を
得
る
事
が
困
難
と
在
る
で
あ
ろ
う
、
さ
ら
に
か
か
る
課
税
は
企
業
が
喰

込
を
回
避
せ
ん
と
し
て
、
基
準
棚
却
資
産
主
保
有
す
る
局
、
商
品
の
積
出
を
遅
延
さ
せ
る
結
果
、
戦
宰
計
置
を
阻
止
す
る
か
も
し
れ
志

川
、
と
企
業
の
立
場
を
主
張
す
る
救
済
嬰
堅
書
が
営
局
に
提
出
さ
れ
た
。

こ
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要
望
に
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て
、
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は
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、
再
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制
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せ
る
、
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即
ち
現
在
の
政
年
に
、
現
在
の
原
債
を
鉛
隠
さ
せ
る
棚
卸
資
産
曾
計
方
法
が
税
務
曾
計
上
認
可
さ
れ
た
。
原
償
基
準
を
形
式
的
に
貫
徹

一
九
四
二
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、
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入
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白
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回
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さ
せ
、

し
か
も
笠
践
的
に
は
棚
卸
資
産
梯
出
債
格
を
時
償
評
慢
す
る
脅
計
方
法
て
あ
る
後
入
先
山
同
法
は
手
持
棚
卸
資
産
が
或
る
一
定
量

保
有
さ
れ
る
限
り
て
の
み
、
買
償
資
本
維
持
が
可
能
で
あ
っ
た
が
、
棚
卸
保
有
量
の
減
少
は
、
賞
開
資
本
維
持
を
困
難
左
b
し
め
、
新

し
い
再
生
産
構
造
へ
醇
化
す
る
事
が
要
求
さ
れ
た
。
己
己
に
於

τ、
矛
盾
に
落
ち
己
ん
だ
「
物
財
の
流
れ
」
理
論
を
次
期
に
再
取
得
を

晴
胤
定
さ
れ
る
物
財
に
迄
、
概
念
的
に
棋
大
さ
古
、
喰
込
部
分
の
抑
同
僚
格
を
次
期
に
再
取
得
さ
れ
る
商
品
の
原
債
(
時
債
U

と
し
、
質
問
匝

資
本
維
持
を
貫
徹
さ
せ
よ
う
と
す
る
棚
卸
資
産
曾
計
方
法
て
あ
る
次
入
先
出
法
が
誕
生
す
ふ
。

「
物
財
の
流
れ
」
理
論
を
概
念
的
に
醇
他
、
損
大
し
、
貿
髄
資
本
維
持
を
貫
徹
さ
せ
る
衣
入
先
防
法
は
、
後
入
先
同
法
の
モ
デ
ィ
フ

ァ
イ
さ
れ
た
合
計
方
法
て
あ
り
、
後
入
先
日
法
の
先
行
形
態
で
あ
る
と
一
般
に
い
わ
れ
る
恒
常
在
高
法
の
合
計
思
考
の
中
に
そ
の
前
駆

的
展
開
が
見
出
し
得
る
。
た
ぜ
な
ら
ば
、
恒
常
在
高
法
k
b
い
て
は
、
期
末
在
高
が
期
首
繰
越
市
H
H恒
常
在
高
よ
り
不
足
す
る
喰
込
部

分
の
挽
出
債
格
は
取
絹
時
慣
に
て
評
債
吉
れ
、
賓
髄
資
本
維
持
を
可
能
と
す
る
か

b
て
あ
る
。
次
入
先
出
法
は
、
巴
に
恒
常
在
高
法
に

於
て
裂
芽
し
た
合
計
思
考
を
原
償
基
準
に
よ
り
な
が
ら
、
展
開
し
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
特
殊
な
原
慎
配
分
の
方
法
た
る
後
入

先
出
法
は
、
原
債
概
念
を
次
期
に
取
得
さ
れ
る
商
品
迄
延
長
し
、
原
償
基
準
を
形
式
的
に
貫
徹
さ
せ
な
が

b
、
決
入
先
出
法
へ
と
棒
化

し
、
現
在
の
原
慣
に
現
在
の
牧
徒
に
封
臆
さ
せ
る
曾
計
的
可
能
性
を
形
成
し
た
。
内
園
歳
入
法
典
の
救
消
僚
項
同
岳
民

P
2
5
5
0
が

喰
抗
ま
れ
た
棚
卸
資
産
部
分
の
現
質
的
再
取
得
迄
、
喰
込
年
度
の
所
得
修
正
計
算
を
引
延
し
、
客
観
的
再
取
得
の
年
度
に
お
い
て
、
喰

込
年
度
の
所
特
修
一
止
を
在
す
事
を
規
定
し
た
結
果
、
原
償
基
準
は
形
式
的
に
貫
徹
さ
れ
て
い
る
。

内
閲
歳
入
決
典
第
二
十
二
保
d
項
は
「
不
本
意
な
る
喰
込
」
を
決
の
如
く
定
義
し
て
い
る
。

「
附
項
六
同
「
不
本
意
な
る
喰
込
」
の
定
義

本
競
忙
お
い
て
「
不
本
意
た
る
喰
込
」
と
は
本
項
所
定
の
棚
卸
方
法
の
謝
象
た
る
資
産
士
、
納
税
者
が
自
己
の
意
思
に
よ
り
、
叉
は

品
目
入
先
同
訣
の
展
開
1

乙
原
理
論
ま
り
の
事
離

第
七
十
三
省

ブL

第
五
時
凶

四



後
入
先
出
法
の
民
聞
と
原
理
論
よ
り
の
諒
離

部
七
十
三
巻

O 

持
五
世

四
回

そ
の
意
思
に
も
と
ず
か
ず
し
て
販
資
叉
は
虚
分
し
、

E
ヲ
、
そ
の
際
、
次
に
掲
げ
る
事
情
に
よ
り
、
仕
入
、
製
迭
を
な
し
え
ず
、
縫
っ

て
嘗
該
版
費
叉
は
虎
八
げ
の
課
税
年
度
期
末
に
治
H
て
、
も
し
期
末
に
存
在
す
る
と
す
れ
ば
本
項
の
規
定
に
縫
う
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
資

産
主
課
税
年
度
の
期
末
に
所
有
、
生
産
し
え
な
か
っ
た
場
合
に
お
け
る
、
営
該
資
却
又
は
庭
介
を
い
う
。

但
し
、
営
該
資
産
白
仕
入
又
は
製
識
を
不
可
能
な

b
し
め
る
事
情
が
、
直
接
且
つ
専
ら
、
左
に
括
げ
る
理
由
に
工
る
己
と
を
要
す
る
。

一
、
制
限
的
左
外
閣
か

b
の
供
給
源
が
、
敵
閣
に
よ
り
占
領
管
理
さ
れ
て
い
る
場
合

二
、
舶
舶
モ
む
他
の
職
途
機
関
の
不
足

三
、
優
先
的
取
扱
叉
は
割
賞
制
度
に
よ
る
原
料
木
足

四
、
弊
働
力
D
不
足

五
、
納
税
義
務
者
に
と
っ
て
不
可
滋
の
そ
の
他
白
戦
時
事
情
」

救
済
規
定
は
女
心
如
く
て
あ
る
。

「
附
項
六
A
杭
所
得
及
び
税
額
の
調
整

一
九
回

O
年
十
二
月
三
十
一
日
後
に
始
ま

P
、
一
九
四
八
年
一
月
一
目
前
に
終
る
課
税
年
博
聞
に
沿
い
て
、
本
項
所
定
の
方
法
に
従
っ

て
資
産
の
抑
叫
を
ん
約
百
て
い
る
納
税
義
務
者
の
期
末
棚
卸
在
高
が
、
営
該
年
度
資
産
に
つ
い
て
の
期
首
棚
卸
在
高
よ
り
も
減
少
を
示
し
、

E
つ
、
歳
入
局
長
官
が
財
務
長
甘
の
承
認
を
経
て
定
め
る
期
日
、
手
積
、
及
び
規
則
に
従
っ
て
歳
入
局
長
官
民
謝
し
、
蛍
該
棚
卸
資
産

の
減
少
は
、
第
例
競
に
定
義
す
る
蛍
該
棚
卸
資
産
心
不
本
意
た
る
喰
込
に
蹄
因
す
る
旨
を
充
分
に
玄
置
し
、
更
に
、

一
日
前
に
終
る
爾
後
の
あ
る
課
税
年
出
向
の
期
末
棚
卸
高
が
、
以
前
喰
込
ん
だ
棚
卸
資
産
の
全
部
又
は
一
都
心
再
取
得
を
示
し
て
い
る
場

一
九
五
三
年
一
月

合
に
は
、
営
該
喰
込
年
度
に
決
定
さ
れ
た
納
税
者
の
純
所
得
は
次
の
如
く
調
整
さ
れ
る
。



一
、
不
本
意
左
る
喰
込
の
年
度
の
期
首
棚
卸
資
産
中
の
蛍
該
資
産
白
綿
原
債
が
、
総
再
取
得
原
債
を
超
過
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
差

額
だ
け
増
額
す
る
か
、
叉
は

ご
、
か
か
る
総
再
取
得
原
慣
が
不
本
意
去
る
喰
込
の
年
度
の
期
背
棚
卸
資
産
中
の
営
該
資
産
の
組
原
債
を
超
過
す
る
場
合
に
は
、
モ

の
差
額
百
貯
を
減
額
す
る
。

:
右
白
調
整
に
よ
り
生
じ
た
税
額
の
増
加
分
は
、
不
足
税
額
と
し
て
、
し
か
し
利
子
主
附
さ
ず
に
追
徴
さ
れ
、
ま
た
同
様
に
し

て
生
じ
た
過
納
分
は
梯
戻
し
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
」

右
の
課
税
所
得
更
生
決
定
は
喰
込
の
年
度
の
所
得
修
正
を
、
現
買
に
喰
込
部
分
の
再
取
得
が
た
さ
れ
た
年
度
に
沿
い

τ行
う
も
の
で

あ
り
、
叉
再
取
得
年
度
の
所
得
計
算
に
影
響
を
奥
え
な
い
た
め
、
次
の
如
き
特
殊
な
曾
計
方
法
主
用
い
る

ω

即
ち
、
再
取
得
原
償
を
一
一

分
し
、
後
入
先
出
法
(
喰
、
込
)
原
債
と
再
取
得
原
便
と
の
差
額
て
あ
る
修
正
分
は
喰
込
年
度
心
損
益
計
算
に
試
課
し
、
喰
込
年
度
の
財
得

を
更
生
決
定
す
る
と
共
に
、
他
方
、
再
取
得
年
度
の
仕
入
勘
定
へ
は
車
に
喰
込
資
産
の
滞
日
原
債
で
記
入
さ
れ
、
再
取
得
年
度
の
期
末
棚

卸
費
串
肢
の
繰
越
原
僚
と
な
る
。
か
か
る
倉
吉
十
績
に
上
回
、
喰
込
年
度
の
所
得
は
修
正
さ
れ
、
修
正
年
度
に
再
取
得
さ
れ
た
棚
卸
資
産

は
、
以
前
に
取
得
さ
れ
た
も
の
と
見
倣
さ
れ
て
手
持
棚
卸
資
産
と
な
り
、
あ
た
か
も
喰
込
が
脇
田
生
し
な
か
っ
た
か
の
如
く
、
再
表
示
さ

れ
る
。税

法
は
、
改
定
債
格
を
前
提
す
る
一
小
確
定
的
性
格
を
持
ヲ
棚
卸
賓
産
補
充
準
備
金
の
設
定
に
よ
担
、
喰
込
年
度
の
課
税
所
得
を
直
接

的
に
修

E
計
算
を
認
可
せ
ず
、
賢
際
に
補
充
部
介
の
再
取
得
取
引
の
客
観
的
登
生
民
基
準
を
お
く
修
正
計
算
を
規
定
し
た
の
で
あ
る

a

E主
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v
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匂

寸

∞

阿
国
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H
m
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後
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先
出
法
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展
開
と
原
理
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の
語
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五
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事

四
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後
入
先
出
法
の
展
開
と
原
理
論
よ

n
四
諦
離

第
七
十
一
二
世

一

第
五
競

四
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ア

メ
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カ
合
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図
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財
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委
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P
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円
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年
歳
入
法
案

ω
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同
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国
百
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同
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唱
ロ
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司
・
ロ
何
回
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、
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a
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ω
宮
宮
。

E
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S
h
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h
L
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L
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S良
守
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R
N
A
-一、
g
p
Q
E
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R
N
R円、
A
5
5
5
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F
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E
9
5一
日
戸
署

冨品
l
l
呂
町
)

的
救
済
保
頂
は
一
九
四
三
年
。
歳
入
法
問
2
2
5
〉
立
に
よ
F
、
救
済
週
周
期
日
た
る
所
謂
戟
争
期
悶
を
一
九
四
O
年
十
二
見
三
十
一
日
後
に

課
税
年
度
起
遡
及
L
て
誼
用
さ
れ
た
。
い
「
・
同
目
白
民
2
1
0同

V
A
P
f
]
V
E

間
再
一
取
得
さ
る
べ
き
最
臨
昨
年
民
は
最
初
は
一
九
瓦
一
年
一
月
一
目
前
に
棒
了
す
る
課
税
年
度
と
規
定
さ
れ
た
が
、
後
で
、
二
年
間
延
長
さ
れ
一

丸
五
三
年
↑
月
一

H
前
に
終
了
す
る
課
税
年
度
之
改
正
さ
れ
た
。

ω
]
阿

国
E
青
白
川
昌
・
ロ
戸
、
活
-
E
F
1
H笥・

次
入
先
出
法
の
枕
務
上
の
現
質
的
問
題

納
税
義
務
者
(
企
業
U

の
立
場
か
ら
は
第
二
十
二
傑
d
項
、
六
、
に
つ
い
て
一
一
つ
の
問
題
が
あ
っ
た
。

第
一
心
問
題
一
富
山
納
八
百
挽
戻
し
が
不
可
避
的
K
遅
延
す
る
事
に
集
中
さ
れ
た

u

抑
戻
し
額
は
的
駒
内
申
山
軒
目
E
F
が
再
取
得
の
年
度
に
受

理
さ
れ
る
迄
、
決
定
さ
れ
ず
、
然
も
、
数
年
間
も
税
務
中
告
書
の
審
査
が
引
延
さ
れ
、
そ
の
結
果
喰
込
部
分
自
再
取
得
時
の
安
金
と
は

レ

νデ
イ

νグ
イ
シ
ス
チ
チ
ユ

1
ト
パ
ン
グ
フ
プ
ル
ト
ラ

た
り
え
な
か
っ
た
。
叉
排
戻
し
に
封
ナ
る
請
求
権
を
貸
出
機
関
が
橋
保
力
あ
る
資
産
と
見
倣
す
こ
と
を
隠
路
し
た
こ
と
よ
り
財
務
問
題

に
皆
面
し
た
合
枇
が
あ
っ
た
凶
己
こ
に
於
て
、
納
税
義
務
者
は
財
務
省
及
び
議
舎
へ
、
付
棚
卸
資
産
の
買
取
得
の
震
に
、
都
民
じ
白
文

胡
計
霊
白
金
濯
な
る
樹
立
、
と
H
H
抑
日
比
し
に
利
子
を
附
す
る
こ
と
を
要
望
し
た
。

「
こ
れ
ら
の
納
税
義
務
者
は
自
己
の
資
金
の
使
用
を
否
定
さ
れ
な
が
ら
、
政
府
に
よ
っ
て
、
資
金
の
使
用
に
謝
し
、
利
子
を
受
取
っ



て
い
な
H
c

か
か
る
湿
由
に
よ
り
、
委
員
品
聞
の
議
案
は
内
園
歳
入
法
を
改
王
ず
か
!
と
報
告
さ
れ
、
掲
戻
し
及
び
迫
徴
に
封
し
利
子
を

附
す
る
と
こ
ろ
の
一
九
四
八
年
歳
入
法
改
正
案
は
下
院
を
通
過
し
た
が
、
上
院
て
否
定
さ
れ
た
。
一
九
四
九
年
二
月
に
な
っ
亡
、
財
務

省
は
、
不
本
意
な
る
喰
込
を
設
け
た
棚
卸
費
農
の
再
取
得
の
震
、
納
税
者
へ
支
抑
わ
る
べ
き
純
訓
戻
し
額
の
七
五
ガ
迄
の
念
速
な
る
支
杭

ン
チ
リ
ム
ペ
イ
ジ
ヌ

を
認
め
た
裁
定
を
下
し
た
@
か
か
る
挽
戻
し
は
税
務
坤
告
書
の
最
終
的
た
審
査
に
先
立
ワ
て
の
中
間
基
準
に
よ
っ
て
、
納
税
義
務
者
の

還
特
資
本
の
緊
急
在
必
要
に
つ
い
て
の
寅
質
的
救
済
と
し
て
註
さ
れ
た
。

第
二
十
二
保
d
項
六
を
め
ぐ
る
第
二
白
問
題
は
棚
卸
グ
ル
ピ
ン
グ
と
の
閥
蓮
に
於
け
る
問
題
て
あ
る
。

-
現
行
税
法
は
棚
卸
資
産
心
不
本
意
志
る
喰
込
と
モ
白
再
取
得
に
つ
い
て

採
用
さ
れ
た
特
別
救
済
を
得
る
掛
川
に
は
納
税
義
務
者
は
喰
込
心
登
生
し
た
年
度
の
税
務
申
告
書
に
治
W
て
撰
揮
を
な
す
こ
と
を
要
求
す

ケ
ー
ス

る
。
委
員
曾
の
注
意
は
或
る
事
例
に
沿
い

τ、
納
税
義
務
者
、
か
自
己
の
ホ
注
意
に
よ
っ
て
申
告
書
士
作
成
す
る
時
に
撰
揮
を
な
す
こ
と

ガ
パ

1
メ
ン

T
Z
イ
ク
ヱ
シ
ト

が
有
利
と
な
る
だ
ろ
う
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
事
質
に
向
け
b
れ
た
。
例
え
ば
行
政
機
関
は
納
税
義
務
者
が
一
グ
ル
プ
と
考
え
て
い

る
棚
卸
項
目
士
二
グ
ル
ー
プ
に
分
離
し
た
事
例
が
あ
っ
た
自
分
離
の
結
果
と
し
て
、
結
合
し
た
グ
ル
ー
プ
に
つ

H
て
は
、
棚
卸
保
有
量

白
減
少
は
都
民
生
し
な
か
っ
た
が
、
分
離
し
た
、
グ
ル
ー
プ
に
沿
い
て
喰
込
が
愛
生
し
た
朕
態
が
あ
っ
た
。
適
時
白
撰
揮
を
し
て
い
な
か
っ

ヱ
ツ
グ
入
セ
マ
内
」
ス
ト

た
の
で
納
税
者
は
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
介
離
白
年
度
に
劃
す
る
控
除
と
し
て
、
後
白
年
度
K
お
い
て
、
喰
込
部
分
の
再
取
得
阻
原
償
超
過
額

コ

ミ

ッ

シ

ョ

ナ

ー

を
迎
用
出
来
た
い
。
委
員
舎
の
提
案
は
内
閣
歳
入
局
の
歳
入
局
長
官
に
何
時
、
納
税
義
務
者
が
不
本
意
な
る
喰
込
と
再
取
得
侠
項
白
下

こ
の
問
題
は
議
合
報
台
害
に
明
確
に
説
明
古
れ
て
い
る
@

に
撰
揮
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
か
の
決
定
に
つ
い
て
の
任
営
決
定
権
を
興
え
た
結
果
、
か
か
る
困
難
な
事
例
に
お
い
て
、
救
済
を
受
け
る

己
と
が
納
税
義
務
者
に
可
詑
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
施
行
規
則
第
二
九
、
一
一
一
一
d
i
l
l
セ
僚
に
よ
れ
ば
、
喰
込
年
度
。
積
務
申
告
書
提
出

六
ヶ
月
以
内
に
、
歳
入
局
長
官
に
釘
し
て
、
喰
込
心
全
部
又
は
一
部
を
補
充
ナ
る
意
思
が
あ
目
、
且
つ

J

、
本
救
済
主
受
け
た

w
旨
を
遁

後
入
先
尚
法
の
民
間
E
原
理
論
よ

p
の
希
隣

第
七
十
三
巻

第
王
監

四
七



知
し
φ

な
け
れ
ば
救
済
は
受
け
b
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、

第
七
十
三
巻

ト
レ

1
デ
ヤ

P
I
デ
シ
イ
ク
ヨ
み

一
九
四
四
年
の
財
務
省
通
達
五
一
一
一
九
一
読

3
・
4
E
C「
口
民
早
主

h
と

は

歳
入
局
長
官
は
納
税
義
務
者
の
要
求
が
あ
れ
ば
、
己
の
期
限
の
延
長
が
許
可
さ
れ
る
と
規
定
し
て
い
旬
。

後
入
先
出
法
の
民
間
と
原
理
論
よ

P
の
講
躍

国

第
五
銃

四
ノ1

一
般
的
に
云
っ
て
、
内
閣
歳
入
局
は
喰
込
の
救
済
保
項
の
施
行
に
於
て
、
後
入
先
出
法
遁
用
に
つ
い
て
の
税
務
行
政
上
の
要
請
の
一

般
的
援
和
の
線
に
そ
っ
て
自
由
な
政
策
主
と
っ
て
い
た
ω

ア
メ
リ
カ
税
務
行
政
上
の
所
語
地
方
介
棒
、
主
義
は
中
央
政
策
を
現
買
に
さ

b

フ
オ

T
胃
ド

に
緩
和
化
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
て
あ
ろ
う
。
例
え
ば
内
閣
歳
入
局
は
不
本
意
一
な
る
強
制
的
戦
時
喰
込
O
概
念
構
成
に
b
い
て
、
極

め
て
自
由
で
あ
り
、
歳
入
調
査
官
は
納
税
義
務
者
の
僚
項
の
形
式
的
迎
用
の
詳
細
が
不
玉
確
に
お
こ
な
わ
れ
℃
も
、
意
固
が
明
白
た
場

合
は
、
救
済
は
有
放
で
あ
る
と
認
め
た
事
例
が
あ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

~:Ë 
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呂
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国
E
k
h
G
ミ
わ
官
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N

S
戸
市

N
叩

福
田
幸
弘
氏
、
米
国
税
法
に
和
け
る
棚
卸
評
償
法
の
進
展
似

同
阿
国
民
界
的
目
。
司

2
f
匂
喝

N
C
H

由
。

F

税
法
皐
三
三
説
、
二
七
頁

次
入
先
出
法
の
展
開
門
戟
後
勢
働
運
動
高
揚
期
と
朝
鮮
動
乱
期
〕

一
小
木
意
た
る
喰
込
に
謝
す
る
救
済
僚
項
の
規
定
す
る
問
調
戟
争
期
間
は
一
九
四
八
年
一
月
一
日
に
満
期
と
な
っ
た
が
、
太
平
洋
戦
争

後
の
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
暁
倒
運
動
は
、

た
。
特
に
、

一
九
四
九
年
秋
に
そ
の
頂
黙
に
濯
し
、
基
幹
産
業
を
中
心
と
し
て
、
ス
ト
ラ
イ
キ
は
展
開
し

一
九
四
九
年
九
月
十
九
日
上
り
軟
茨
弊
働
者
約
三
八
高
人
、
十
月
一
日
よ
り
餓
銅
弊
働
者
約
五
十
高
人
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が

キ
喪
某
幹
彦
業
に
裂
生
し
た
震
に
、
原
材
料
供
給
源
と
し
て
の
基
幹
産
業
の
み
で
な
く
、

一
般
産
業
及
び
商
業
に
於
い
て
も
、
棚
卸
賛



震
の
喰
込
戸
内
説
賓
と
た
っ
た
白

E
E
Z
=
P
R
E円器

E
F
o
E
G
P
Z
E
1
E
n
o
:
r
n
t
E
L
o
E
2
2
5
m
4
1
5
M
邑

r
E
Z
E叱ョを

原
因
と
す
る
喰
込
が
部
民
生
し
た
。
例
え
ば
、

一
九
四

O
年
に
後
入
先
日
法
を
採
用
し
、

一
九
四
九
年
に
お
い
て
も
、
棚
卸
賓
震
の
貸
借

割
照
表
債
格
は
一
九
四

O
年
の
侵
格
て
表
示
し
て
W
た
U

・s
-
ス
チ
ル
合
祉
は
、

。
年
の
債
格
て
評
慎
さ
れ
て
い
る
原
材
料
を
伎
月
ぜ
ざ
る
を
え
左
い
事
態
と
在
っ
た
“
杢
ブ
メ

p
カ
経
済
を
遇
ず
る
か
か
る
傾
行
を
第

第一表曾祉資金む使途及び型車投仁早位10位、ドル〉

-1  -十一 I1950 I ]高下正
資金白侠塗

工場及び設備 I 17.2 I 16.1 I 

戸荷 7.3 -4.6 5.0 

受取勘定 lι7 ←0.5 ! 2.5 I 

現 金 1.0 I 1.9 i 

合最悶詮岩手 I 3.6 I 2.0 I 0.3 

その他 日三ゴ).2_i_?_) 

12.8 

6.0 

0.8 

0.9 

1.1 

5.6 

0.8 

日

7

4

2

8

7

6

R

6

2

2

1

4

0

 

一
一
一

12.ii 

7.0 

7.7 

0.6 

2.9 

3.4 

1.6 

計

資金の源泉，

留保利潤

減仮償却準湘金

所得税積立金

支排勘定

担行貸付

新置参蛮行

その他

一
九
四
九
年
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
た
め
、

九
四

1 計 !ω7jM.4

(11現行及'(f保殴合祉を除〈 ω5000万 l'ル以下

出所ー Fi'd"，.a!Reser乞 i'Bullttin 1050 牛 5月抗

〔説明〕表は1948年末かちはじ主ヲた戦後の中間

恐慌の彰響をも受けての結果をも表現しているこ

とに官意していただきたい。

一
表
が
朗
自
に
表
現
し
て
る
い

27.9 

れ
第
一
表
委
照
一
)

こ
こ
に
お
い
て
、
合
計
年
度
末
に
お
け
る
工
場
火
災
等
白
特
殊
原
因
を
も
含
め
た
平
時
に
於
け
る
後
入
先
出
法
適
用
棚
卸
資
産
の
喰

込
白
概
念
を
、
例
え
ば
一
年
以
内
に
再
取
得
さ
れ
る
全
喰
込
は
不
本
意
な
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
職
時
に
お
け
る
喰
込
と
同
様
な
る
特

後
入
先
出
法
の
展
開
左
原
理
論
よ
E
由
記
離

第
七
十
三
巻

軍
五
按

四
ブL

五



後
入
先
同
法
の
展
開
と
原
理
論
上
り
四
議
離

第
七
十
三
番

~ 
/、

第
五
鵠

主E

C 

別
白
取
扱
を
受
け
る
資
格
が
め
る
と
む
主
張
が
生
れ
て
古
川
た
。
然
し
、
こ
の
解
決
可
能
な
接
近
も
税
務
常
用
の
認
可
す
る
と
と
ろ
は
な

b
F、
朝
鮮
動
飢
及
び
再
開
さ
れ
た
防
衛
計
萱
が
後
入
先
日
法
運
動
に
新
し
い
刺
戟
を
興
え
た
一
九
五
一
年
の
初
め
迄
士
た
ね
ば
た
ら

た
か
っ
た
。

一
九
五

O
年
五
月
に
始
ま
っ
た
朝
鮮
動
飢
は
不
木
意
な
る
喰
込
に
つ
h

て
む
救
済
続
項
の
再
出
現
を
結
果
し
た
。

一
九
五
一
年
の

改
正
に
よ
る
内
閣
歳
入
法
典
第
二
十
三
校
d
項
六
E
は
一
九
五

O
年
六
月
一
ニ

l
目
後
K
品
川
ま
り
一
九
五
四
年
一
月
一
目
前
に
終
了
す

る
課
税
年
度
に
お
い
て
喰
込
が
愛
生
し
、

一
九
五
六
年
一
月
一
目
前
に
終
了
す
る
課
税
年
度
に
沿
い
て
再
取
品
け
が
た
吉
れ
る
場
合
に

は
、
太
子
洋
敵
挙
中
の
一
小
木
誌
な
る
喰
込
と
同
様
な
特
別
φ
救
済
が
在
さ
礼
、
喰
込
年
度
D
課
税
所
得
が
修
正
計
算
さ
れ
う
る
と
規
定

グ
ロ
ー
バ
ル
ポ
リ
ジ
イ

し
て
い
る
。
然
も
、
朝
鮮
動
刷
叫
が
単
な
る
局
地
戦
争
咽
て
は
た
く
、
ア
メ
リ
カ
の
世
界
政
策
む
一
環
で
あ
る
こ
と
か
ら
一
も
推
察
さ
れ
る
よ

う
に
、
第
二
十
二
保
d
項
六
町
は
、
太
平
洋
戦
争
中
の
附
項
六

B
D
戦
時
喰
込
の
諸
原
因
の
ほ
か
に
、
図
際
聞
の
王
常
な
る
取
引
関
係

の
破
壊
に
よ
る
も
の
を
附
加
し
、
叉
、
「
敵
図
」
「
戦
争
」
白
意
味
を
城
大
し
、
閣
家
防
衛
障
制
白
期
聞
に
も
通
用
し
う
る
如
く
解
稗

さ
る
べ
き
も
む
と
し
て
い
る

ω

一
九
丘
一
年
内
閣
歳
入
法
典
よ
り
後
生
し
た
問
題
は
、
喰
込
部
介
の
再
取
得
が
恋
さ
れ
た
場
合
、
太
平
洋
取
宰
中
の
喰
込
白
再
取
得

か
朝
鮮
動
乱
中
の
喰
込
の
再
取
得
か
と
hv
う
問
題
て
あ
る
。
門
図
蔵
入
法
典
は
最
近
の
喰
込
へ
お
乙
な
わ
れ
る
事
J

乞
要
請
し
、
一
九
五

O
年
六
月
三
十
日
後
に
始
ま
り
一
九
五
三
年
一
月
一
日
前
に
終
る
課
税
年
度
に
禁
生
し
た
喰
込
は
、
一
九
四
一
年
か
ら
一
九
四
七
年
迄

の
課
税
年
度
に
登
生
し
た
喰
込
に
つ
い
て
修
正
計
算
が
な
さ
れ
る
前
に
、
再
取
得
さ
れ
る
も

ω
と
し
て
取
扱
わ
る
べ
き
で
あ
る
と
規
定

し

τ
い
る
リ
乙
れ
に
封
し
、

一
九
五
一
年
歳
入
法
問
雪

B
5
〉
♀
え
H
U由
同

は
一
九
丘
一
一
一
年
一
月
一
日
以
前
に
な
さ
れ
た
再
取
得
は

ま
ず
第
一
に
、

一
九
五

O
年
六
月
一
目
後
一
九
五
三
年
一
月
一
目
前
の
喰
込
部
分
の
再
取
縛
と
し
て
よ
り
も
、

一
九
四
一
年
よ
り
一
九



〉

四
七
年
の
聞
の
棚
卸
部
介
の
再
取
得
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
も

ω
と
改
正
し
わ
・

iî:~ 

ω
安
本
官
房
調
査
課
、
米
国
の
茨
坑
及
び
錨
鋼
罷
業
に
つ
い
て
、
二
頁

ω
同
ω
〉
旨
。
目
白
血
〉
問
。

E
E
E
M
同
d
E
V宮町内
n
g
E
m
H
E
r
b
E
E
吋

2
M
g
E
Q
P
P
H
E
-
-
c
E
H
U
B
-
-
品
目

ci

ω
波
叩
逸
話
教
授
、
後
入
先
出
法
の
性
格
、
現
代
曾
計
且
干
の
課
題
、
五
三
頁

ω
目
白

Z
R
F
E
P
R
F
Z
吋
岸
辺

E
k
f
n
出
21gロ
共
著
の

U
3
t
P
5
5
H
E
N
Sヘ
号
、
尾
忠
良
号
、
札

hh凡q
G

白
書
評
に
お
い
て
、

朝
創
到
乱
ー
と
後
入
先
山
同
法
運
動
と
白
岡
沼
に
つ
い
て
論
及
L
て
い
る
。

AREshghIhERe--PPEES-HVH8

切

回

目

E
2
3
2
2
2
h
k
g
pも
『
員
同
え
ミ
同
3
p
h
a
S
E
A
n
h
A
ミ
b
u
y
-
P
L
3
4
H
E
P
-
bミ
ミ
弐
入
町
民
主
主

ぬ
冶

hF
同
開
ロ
r
H
U
印
N

・]
V
'
A肝
一
戸

同
叫
滞
接
謹
救
授
、
貨
幣
債
偶
蹄
胆
勤
と
禅
師
所
拝
、
官
計
六
四
谷
一
一
世
、
二
十
八
頁

約

国

Z
ミ
ヨ
実

O
聞

い

白

山

「

】

v
b

四

最
高
入
先
出
法
の
展
開
〔
過
剰
生
産
恐
慌
期
U

故
後
ア
メ
パ
グ
カ
経
済
は
若
干
の
物
債
下
落
を
経
験
し
、
モ
臼
後
、
上
昇
を
た
ど
っ
た
と
は
加
え
、
常
に
恐
慌
へ
突
入
す
る
可
能
性
を

構
造
内
部
に
び
モ
め
て
い
た
。
若
し
、
債
格
が
急
激
に
下
落
す
る
乙
と
が
漁
測
さ
れ
る
な
ら
ば
現
行
税
法
上
、
有
利
性
主
持
ヲ
後
入
先

出
法
主
総
践
的
ピ
遁
崩
ず
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
一
て
来
一
色
。
即
ち
、
木
市
m
利
ハ
晶
子
準
化
計
算
方
法
て
あ
る
後
入
先
同
法
は
償
絡
が
安
定

或
い
は
・
、
上
昇
し
て
い
る
限
回
、
税
法
上
の
有
利
性
は
あ
る
が
、
債
格
が
念
激
陀
下
落
す
れ
ば
、
利
盆
の
過
大
表
一
示
を
結
果
し
、
高
い

税
金
を
玄
糾
わ
れ
ば
な

b
左
く
た
る
占
故
に
、
或
る
舎
祉
は
税
務
目
的
白
た
め
、
後
入
先
出
担
を
撰
揮
す
る
に
先
主
っ
て
中
間
報
告
に

三
度
後
入
先
叫
訟
を
採
用
し
た
が
、
主
要
原
料
白
倒
格
が
曾
枇
年
度
末
に
、
年
度
始
以
下
に
下
落
し
た
潟
に
後
入
先
日
法
を
適
用
し
た

か
り
た
ほ
ど
で
あ
か
。

絵
入
先
出
訟
の
民
開
と
原
理
前
工
り
の
北
隊

第
七
十
一
一
一
巻

七

持
五
蛇

'E 



後
入
先
出
世
の
展
開
と
原
坦
諭
よ
り
の
話
雌

俸
七
十
三
者

一/又

暗
中
五
掠

五

「
低
償
、
ヱ
誌
の
原
則
が
と
ら
れ
、
債
格
下
沼
町
の
合
計
年
度
末
の
低
い
債
格
水
珠
〈
原
侭
去
準
を
越
隠
す
る
己
と

が
認
可
さ
れ
る
な
ら
ば
後
入
先
出
法
の
機
大
的
撰
揮
が
た
さ
れ
る
で
あ
ろ
り
」
と
、
主
張
す
る
見
僻
が
一
九
五
一
年
か
ら
展
開
さ
れ
た
。

己
こ
に
お
い
て
、

ア
メ

HJ
カ
管
理
協
品
目
旨
再
コ
E
ロ
云
s
a
o
E
n
E
〉由。
o
v
n
g
は
一
九
五
一
年
十
一
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
財
務
管
理
曾
議
の

E
H守

弓
寺
弘
円
、
お
弐
号
事
同
誌
尽
き
号
、
、
』
q
E
R
s
h
t
と
題
す
る
報
告
に
わ
い
て
、
後
入
先
出
法
の
即
時
的
遁
用
に
射
す
る
最
後
の
障
害
を
排

除
ナ
る
た
め
、
税
法
の
修
五
を
要
墜
し
、

一
九
五
二
年
に
怠
る
と
、

U
H
P
E
E
R
Z
o
E
Z
E
E
S
一E
E
n
-
-
s
。同

Z
E
E
R
E
s
a
L
Z
H
W百
三
W
6
2
t
z
Eロ
P
E
E
P
E
E
E
B
。
問
問
研

2
5
Z
2同
凸
当
M

E
O
R
同己F骨日rZド伝σ〉
Ez仰円ロEM目白E凶=ロ宮E丹戸

F向
〉
自

R"汚nド同pμ
口。♀件宍汁g。
E白冒戸巴同ロ戸ロ民同
pRn♀同宮ロ号叩お
σ耳河a凶即F凶民EH兵仲EE昆同可
ωf句片岳
rσ
円
。
言
耳
ぬ
円
。
戸
E岡豆凶《仏凶

HFロ内島凶
E
丹可円4吋〉
印
医
ω百。目
nロM包伊旦丙賃岡ちラ
p
。弘同

zのE，喝司
J

〈K宍
E可ぷ。日同己与-r 町

等
々
の
各
積
闇
慨
も
後
入
先
防
法
週
用
棚
卸
資
産
む
債
格
が
、
後
入
先
出
法
原
償
以
下
に
低
下
し

τも
許
慣
減
を
是
認
し
た
い
税
法
の

修
正
を
要
求
し
た

ο

一
九
五
二
年
十
二
月
ア
メ
リ
カ
舎
計
士
協
合

C
聯
邦
税
務
委
員
舎
の
。
E
g
E
o
。
ロ
]
可
。
含
E
H
4
E
E
C
S
は
聯

邦
税
法
改
正
に
関
す
る
ガ
十
八
項
目
心
勧
告
の
中
て
「
第
一
一
十
一
一
候
d
項
は
所
得
税
目
的
の
た
め
、
後
入
先
出
法
主
使
用
し
て
い
る
納

税
義
務
者
に

p
o
E
J
4
0円
。
同
兵
器
。
2
5
H
r
E
て
棚
卸
資
産
主
詳
領
す
る
己
と
を
認
可
す
る
よ
う
修
正
さ
る
べ
き
で
あ
伽
」
と
内
閣
歳

入
課
税
ム
口
問
委
員
曾
す
宮
内
。
日
昼
可
。
。
R

E
間

H
O
E
E
H耳
目
払
戸
2
2
5
、
【
官
官
E

へ
要
墜
し
て
い
る
。

民

R

「
同
町
(
)
日
早
伊
良
何
年
二
岳
山
岳
2
4
2
r
F
Jぺ
司
を
採
る
棚
卸
方
法

叉
後
入
先
略
法
と
低
債
主
義
と
の
組
合

1
結
合
て
あ

h
、
最
一
角
入
先
出
法

E
R
7
2
i
Z

E
2
2円
足
。
P
。
白
(
国
司
G
〕
と
呼
ば
れ
る
。
最
高
入
先
出
法
は
取
得
の
順
序
を
ま
っ
た
く
無
視
し
た
、
「
物
財
の
流
れ
L

理
論
と
矛

盾
し
九
棚
卸
曾
計
方
法
て
あ
り
、
任
意
に
脅
計
年
度
中
心
最
高
原
債
を
抑
出
債
格
と
す
る
方
法
て
あ
る

d

最
高
入
先
日
法
は
恐
慌
下
心

は
曾gz 

け度
司 1可ミ
;，::白
白 日守

E慢
R 刀ミ

D4者

霊告
で山
古法

~;;' H' 1.耳
目7)債

よ
り
低
下
し
主と
場
A 
口



棚
卸
資
産
曾
計
方
法
て
あ
り
、
原
償
基
準
の
み
を
単
に
形
式
的
に
維
持
す
る
だ
け
て
あ
り
、
機
械
性
の
原
則
の
完
全
な
る
破
壊
で
あ

U
、

車
な
る
後
入
先
出
法
の
そ
デ
ィ
フ
ィ
ヶ

l
シ
ョ
ン
て
は
た
〈
、
合
計
方
法
白
完
全
な
る
醇
化
、
て
あ
る
。

仮
陀
、
曾
計
年
度
を
半
期
と
し
、
後
期
K
債
格
下
落
を
経
験
し
た
場
合
、
後
入
先
出
法
計
算
と
後
入
先
出
法
へ
低
借
主
義
を
導
入
し

た
最
高
入
先
尚
法
と
に
よ
る
計
算
士
例
示
す
れ
ば
、
例
解
一
、
例
解
こ
の
如
く
、
最
高
入
先
出
法
の
計
算
結
果
は
、
合
祉
が
年
度
初
よ

り
先
入
先
出
先
出
訟
を
採
用
し
た
場
令
と
同
じ
J

ー
あ
ふ
。
然
も
、
債
格
が
再
び
l
h
揚
す
れ
ば
、
後
入
先
出
法
適
用
と
同
結
呆
と
た
る
の

で
あ
る
。
最
高
入
先
山
川
法
は
債
路
上
昇
矧
に
は
後
入
先
出
扶
、
債
格
下
落
期
に
は
先
入
先
出
法
へ
醇
化
す
る
と
こ
ろ
の
流
動
的
合
計
方

法
て
あ
る
。

<1剖解 J>
先入先出法計算

繰越棚却に 1月1日〉

10占00早位@￥ 10

首期仕入

15.000盟位

￥ 100.000 

￥ 180，000 

￥ 280，000 

@￥ 12. 

買上原慣に15.000車位コ
lU.凶 0車位@￥ 10

5.000車位向￥ 12 ￥ 160.口00

￥ 120.日し3

首矧仕入

150.000.車位 ￥ 105.CしD

￥ 225，000 

賢上原慣に15，(口コ車位コ

10.000車位@￥ 12

日 00皐イ立 @￥  7 ￥ 115.080 

期末棚卸 ￥ 70.080 

買上原慎一￥lGO，QOO+￥155.000=￥815.000

7 @￥  

後
λ
先
出
誌
の
展
開
ー
と
原
理
論
よ
り
の
草
離

く例解1I>

最高ス先出法計算

官五陸明副仁 1月 1日コ
10.口コ0阜位 @￥ 10 

蛍期仕人

15.000車位

事
七
十
三
谷

￥ 100.∞o 

￥ 180.000 

￥ 280.000 

の￥.12

買上原信

15.000車位

ブL

￥ 180.000 

￥ 7口0，000

@￥ 12 

首矧仕入

国.ooc車位

第
五
揖

￥ 105，COO 
十一

￥ 205.GOO 

一質上原但く1，')，叩JI言。ーコ
10.000車位@吾 10

5ρ00車イ立 @ モ 7 ￥.135.000 

期末棚卸 ￥ 70，000 

買上原慎=辛 180よ叩+￥ 135.000~￥ .315.000

7 @￥  

王



後
入
先
自
決
円
展
開
と
阿
川
崎
諭

r
り
の
抽
離

第
七
十
三
容

O 

第
五
鵠

五
日耳

最
高
入
合
出
法
白
曾
計
史
的
源
泉
は
、
個
別
法
及
び
低
償
主
義
等
に
求
め
ら
れ
る
@

一
般
的
に
H

っ
て
、
個
別
法
は
材
料
が
取
得
の
順
序
に
拠
出
さ
れ
る
限
り
、
問
問
格
上
昇
期
に
は
先
入
先
旧
法
と
同
様
な
技
旧
市
を
も
つ

も
り
で
あ
る
が
、
個
別
法
の
資
践
的
前
用
ぽ
購
入
原
料
の
各
口
の
骨
一
的
問
一
世
を
代
替
性
を
も
っ
商
品
て
紋
持
し
な
が
ら
、
梯
出
車
伎

の
任
意
撰
出
江
上

U
、
利
益
操
作
を
可
能
L

L

T

る
も
の
で
あ
る
。
或
る
綿
花
合
世
心
貫
役
は
自
八
貯
の
合
祉
は
常
に
仕
掛
品
へ
最
高
債
格

の
棚
卸
原
綿
を
賦
課
す
る
個
別
法
を
採
出
L
℃
い
る
と
報
特
し
て
い
る
。
か
か
る
十
刀
法
は
債
格
上
昇
期
に
は
、
後
入
仲
買
出
法
遁
用
に
相

官
し
、
債
格
下
落
期
に
は
、
先
入
先
同
法
比
類
似
す
る
殻
某
を
も
た
ら
一
す
も
の
で
あ
る
。
バ
ッ

F

は
、
か
か
る
合
計
方
訟
を
最
狂
の

合
計
思
文
献
て
は
問
問
。
と
し
て
論
じ
て
い
る
と
誌
へ
て
い
る

u

ク
ラ

y

グ
仕
「
物
理
的
関
一
位
上
り
も
経
済
制
同
一
件
に
来
礎
bι

お
く
伺
別
法
は
、
時
々
有
利
性
を
持
っ
て
い
る
。
販
一
買
を
柿
充
す
る
購
入
は
、
販
賀
L
L

同
一
性
h
r持
つ
も
の
で
あ
る
@
が
か
る
同
一
位

の
形
式
は
出
略
さ
れ
な
い
原
料
の
選
勝
一
資
金
を
の
ぞ
け
ば
放
果
的
…
即
時
と
ま
っ
た
く
同
様
ゼ
あ
む
」
と
、
桐
別
渋
白
川
叫
臨
向
性
を
論
じ
て

hv
る債

格
下
落
を
契
機
と
し
て
、
恒
常
在
高
法
よ
り
、
低
慣
主
義
へ
評
償
原
則
を
燈
更
し
た
事
例
は
図
際
農
機
具
一
合
一
位
花
見
出
さ
わ
る
。

同
枇
は
「
原
料
、
半
製
品
、
製
品
は
一
九
一
六
年
の
棚
卸
償
格
ハ
そ
の
年
度
の
質
除
信
内
債
〉
L

ハ
一
九
一
七
年
十
一
一
月
三
十
一
日
皆
業
報
告
U

を

恒
常
在
高
と
し
、
恒
常
在
高
法
を
採
用
し
た
が
、
戦
後
恐
慌
に
忙
あ
え
い
だ
一
九
一
一
一
年
忙
な
る
と
「
合
枇
の
製
品

r謝
す
る
一
九
ご

一
年
度
中
に
於
け
る
商
品
市
債
の
念
搬
な
る
下
落
は
、
棚
卸
評
債
に
闘
す
る
恒
常
在
高
法
白
糠
績
を
不
必
要
な
ら
し
む
る
如
吉
、
物
償

水
準
を
も
た

b
し
た
。
終
り
て
製
造
季
節
の
終
了
後
に
お
け
る
仕
入
を
含
め
て
原
料
及
び
需
要
品
は
一
九
一
二
年
十
-
一
月
三
十
一
日
の

原
債
時
債
最
低
基
準
に
て
許
便
さ
れ
た
。
半
製
品
及
び
製
品
は
一
九
一
二
年
十
一
一
月
三
十
一
日
の
原
料
及
び
勢
働
賃
率
の
市
場
債
格
に

嘉
吉
取
春
原
債
に
て
評
便
さ
れ
た

J

己
の
取
替
原
債
は
本
年
中
の
生
茸
摩
性
原
債
よ
り
低
い
も
の
て
あ
る
」
円
C-
九
一
二
一
一
年
十
二
月
互
=
十
-
ゴH

日同



管
業
報
告
書
u
と
報
告
し
、
本
来
イ
ン
フ
レ
矧
の
架
空
利
益
を
排
除
す
る
命
日
計
方
法
で
あ
る
恒
常
在
高
法
も
、
物
債
の
急
激
立
下
落
心
前

に
、
低
債
主
義
へ
特
化
生
ざ
る
を
得
な
hv
企
業
の
論
理
を
述
べ
て
い
る

Q

後
入
先
同
法
が
恐
慌
を
契
機
と
し
℃
、
企
業
り
自
己
安
盈
の
手
段
と
し
℃
の
最
高
入
先
同
法
へ
碑
化
す
る
曾
計
思
考
が
先
行
形
態
心

中
に
己
に
あ
ら
わ
れ

τ
r
Q
G
最
高
入
先
出
法
白
税
法
上
の
詔
可
を
探
索
し
た
要
撃
は
一
九
五
二
年
ヰ
ば
よ
り
議
舎
で
熟
慮
の
封
象
と

な
っ
℃
お
る
だ
け
て
あ
り
、
叉
提
議
さ
れ
た
修
正
が
法
枠
に
取
入
れ

b
れ
た
た
ら
一
ば
、
矛
盾
は
合
法
化
さ
れ
る
と
反
謝
す
る
ヱ
ン
グ

ル
マ
ン
に
封
し
、
議
舎
に
お
い
て
認
め
ら
れ
れ
ば
、
最
高
入
先
出
法
は
一
般
に
認
め

b
れ
た
舎
計
原
則
の
一
つ
と
し
て
加
え
る
こ
と
が

出
来
る
と
ム

l
一
一
ッ
ツ
は
主
張
し
、
現
在
ま
だ
明
白
な
線
が
出
て
い
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
経
済
に
恐
慌
が
爆
裂
し
た
な
ら
ば
、
念
蓮
な

る
質
視
の
白
い
か
平
っ
て
来
る
で
あ
ろ
う
。

7
メ
リ
カ
経
済
の
危
機
は
、
官
己
一
貫
性
心
原
則
を
無
視
し
、
企
業
の
濁
自
的
任
意
の
主
張
に
工
り
評
債
、
或
い
は
撰
揮
す
る
便
主

主
義
て
あ
る
ご
を
可
由
。
=
〕

r
F
F。
白
(
田
区
ふ
が
額
在
化
す
る
可
能
性
を
常
に
持
つ

τい
る
の
で
あ
る
。

E主

ω
冒

冨

S
E
N
-
G
n件
、
司
呂
田
・

間
同
同
・
出
5
2
1
0℃

2
f
司
ョ
・

後
入
先
同
法
遡
用
の
初
期
に
お
い
て
は
、
そ
の
事
業
の
財
政
欣
態
を
一
万
す
一
一
切
の
報
告
書
は
、
後
入
先
同
法
に
よ
円

J

て
計
算
さ
れ
た
金
額
を
記

載
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
柿
務
目
的
の
た
め
に
は
桂
入
先
出
法
を
採
用
し
、
そ
の
他
の
目
的

r
、
他
の
方
法
は
一
許
さ
れ
な
か
ヲ

た
が
、
令
計
士
協
脅
隼
よ
り
、
反
封
を
う
け
、
一
九
回
二
年
に
改
正
さ
れ
(
一
九
三
九
年
に
遡
及
さ
れ
)
、
報
骨
帯
に
闘
す
る
以
ょ
の
要
請
は

年
衣
報
告
書
の
み
に
づ
い
て
誼
泊
さ
れ
、
四
半
期
告
、
平
年
毎
日
報
告
書
轄
中
間
報
廿
書
に
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
ワ
た
。

同
州
国
片
足
立
E
司
の
ア
メ

D
カ
管
担
協
骨
で
の
報
告

.
h
E
勺
点
吾
、
き
々

E
b
h
e号
、
。
、
司
、
コ
ロ
ぷ
H
E吋

N
F
A
R
e道事句、
z
u
u
h
h
n
S
E
!

E
h
h
E
R
S
-
H
E
5
8
M
M
日日・

後
入
先
出
法
の
展
開
と
原
理
論
よ
明
の
轟
離

第
七
十
三
春

第
五
指

五
三よ
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